
平成14年（2002年）

8月号№683
古紙配合率100％再生紙を使用しています

仏御前の滝

URL http://www.city.ono.fukui.jp/
E-MAIL yamabiko＠city.ono.fukui.jp

大野ええとこ⑤

8月号4  02.7.30 11:13 AM  ページ 1

市長の抱負…………………２～ ３
平成 13年度財政公表………４～ ５
市職員募集…………………………８
市民のページ………………１０～１１
お知らせ……………………１４～１５

ページ



こ
ぶ
し
組
」
や

自
主
映
画
を
製

作
す
る
「
歩
っ

歩
の
会
」
、
湧

水
地
を
復
活
さ

せ
た
「
中
野
清

水
を
守
る
会
」

に
二
十
一
世
紀

の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
を

運
営
し
た
青
年
グ
ル
ー
プ
な
ど
い

ろ
ん
な
団
体
が
、
積
極
的
に
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
市
役
所
の
中

で
職
員
に
、
私
が
考
え
る
市
政
の

方
向
性
や
施
策
、
方
針
な
ど
が
理

解
さ
れ
浸
透
し
て
き
た
と
い
う
こ

と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
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ま
ず
重
点
的
に
取
り
組
み
た
い

こ
と
は
、
市
街
地
の
活
性
化
で
す
。

旧
城
下
町
を
中
心
と
し
た
市
街

地
は
、
空
家
や
空
き
地
が
増
え
る

な
ど
空
洞
化
が
進
み
、
朝
市
や
御

清
水
な
ど
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
当
市
の
「
顔
」
に
あ
た
る
部
分

が
、
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う

な
状
態
で
す
。
中
心
市
街
地
の
利

便
性
と
求
心
力
を
高
め
魅
力
あ
る

場
所
と
す
る
た
め
に
、
最
小
限
の

経
費
で
よ
り
大
き
な
効
果
が
得
ら

れ
る
亀
山
周
辺
整
備
事
業
の
う
ち

将
来
に
向
け
重
要
な
、
産
業
構

造
の
変
化
が
表
れ
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
八
つ
の
企
業
を
誘

致
し
、
新
た
に
四
百
人
〜
五
百
人

の
雇
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
八
年
前
に
県
内
七
市
の

中
で
最
下
位
だ
っ
た
製
造
品
出
荷

額
（
工
業
出
荷
高
）
は
、
現
在
上

位
か
ら
五
番
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
八
年
間
の
間
で
、
市
民
の

間
に
住
民
自
治
と
い
っ
た
考
え
方

が
芽
生
え
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
人
力
車
を
運
行
す
る
「
越
前

八
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
大
野
市
長
選
挙
で
、
三
選
を
果
た
し

た
天
谷
光
治
市
長
が
、
六
月
二
十
七
日
に
初
登
庁
し
ま
し
た
。

三
期
目
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

住
み
た
い
住
み
続
け
た
い
ま
ち
に�

天
谷
市
長
に
聞
く�

住
み
た
い
住
み
続
け
た
い
ま
ち
に�

こ
れ
ま
で
の
八
年
間
を
振
り

返
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
感
想
を

持
っ
て
い
ま
す
か
。

三
期
目
、
特
に
力
を
入
れ
て
進

め
た
い
事
業
は
何
で
し
ょ
う
か
。
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し
て
き
ま
し
た
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
も
っ
と

大
野
に
対
す
る
誇
り
と
自
信
、
愛

着
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
行
政
だ
け

の
力
で
地
方
自
治
体
と
し
て
生
き

残
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
な
こ
と

で
す
。
市
民
と
議
会
、
行
政
が
お

互
い
の
役
割
を
認
め
あ
い
、
協
力

す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
す
。

時
代
の
流
れ
に
対
応
し
、
市
民

が
希
望
を
も
っ
て
「
住
み
た
い
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
つ
づ
け

た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

て
そ
れ
ほ
ど
評
価
し
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
大
人
の

こ
の
よ
う
な
評
価
や
考
え
方
が
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
子
ど
も

た
ち
へ
と
伝
わ
り
、
地
元
に
対
す

る
誇
り
や
愛
着
と
い

っ
た
気
持
ち
が
つ
み

と
ら
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
市
外

の
人
と
の
交
流
を
通

し
、
当
市
の
自
然
環

境
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
実
感

中
部
縦
貫
道
の
整
備

は
、
必
ず
や
り
遂
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事

業
。
こ
れ
か
ら
も
市
政

の
最
優
先
課
題
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今
、
私
た
ち
に
必
要

な
も
の
は
、
地
元
に
対

す
る
誇
り
や
自
信
、
愛

着
だ
と
思
い
ま
す
。

当
市
に
は
、
全
国
に

誇
れ
る
す
ば
ら
し
い
も
の
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
大
野
特

有
の
地
形
と
歴
史
的
ま
ち
な
み

が
、
そ
の
一
つ
で
す
。
周
囲
を

山
々
に
囲
ま
れ
た
盆
地
の
中
に
、

今
か
ら
四
百
年
以
上
も
前
に
つ
く

ら
れ
た
城
下
町
の
都
市
形
態
が
今

も
残
り
、
し
っ
か
り
と
息
づ
い
て

い
る
こ
と
は
大
変
貴
重
な
こ
と
で

す
。
ま
た
多
く
の
市
民
に
親
し
ま

れ
、
生
活
の
一
部
と
し
て
利
用
さ

れ
続
け
て
い
る
地
下
水
や
、
や
さ

し
く
素
朴
な
市
民
性
な
ど
も
財
産

の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
野
に
住
む
多
く
の

人
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し

そ
の
他
の
問
題
（
市
町
村
合
併

や
中
部
縦
貫
道
）
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

最
後
に
皆
さ
ん
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
建
設
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

二
点
目
は
、
雇
用
の
確
保
と
企

業
誘
致
で
す
。
景
気
が
低
迷
し
て

い
る
現
在
、
雇
用
そ
の
も
の
が
大

変
不
安
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
企
業
誘

致
を
行
い
、
新
た
な
雇
用
が
確
保

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
従
来
か
ら
あ
る
繊
維
産
業

な
ど
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
当
市
に

な
か
っ
た
新
し
い
業
種
も
視
野
に

入
れ
て
企
業
の
誘
致
な
ど
を
行

い
、
景
気
の
影
響
を
受
け
に
く
い

安
定
し
た
産
業
構
造
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

三
点
目
は
農
業
の
振
興
で
す
。

当
市
の
農
業
は
、
粗
生
産
額
、
耕

作
面
積
と
も
に
県
下
二
番
目
の
位

置
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
専
業
農
家
、
兼
業
農

家
と
も
数
が
少
し
ず
つ
減
少
し
、

一
戸
あ
た
り
の
農
業
収
入
も
減
っ

て
き
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
。

農
業
の
振
興
は
、
市
の
活
性
化
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
当

市
の
重
要
な
基
幹
産
業
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

は
、
地
方
分
権
時
代
に
あ

っ
て
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
で
す
。
当
市
は
、
周
辺

市
町
村
と
の
合
併
を
、
奥

越
二
市
一
村
を
基
本
に
し

て
考
え
る
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

重
要
な
こ
と
は
、
合
併

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
だ
け
を
考
え
る
の

で
は
な
く
、
合
併
を
生
か

し
た
施
策
を
も
っ
と
重
視

し
研
究
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

今
、
大
野
に
何
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
。
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こ
れ
が�

平
成
　
年
度�

財
政
公
表�

13

平成13年度の会計決算がまとまりま

した。「市の財政」というと親しみにく

いかもしれませんが、皆さんの暮らし

と密接にかかわりがあります。納めら

れた税金がどのように使われたのか、

その概要をお知らせします。

一般会計

歳
　
入

歳
入
総
額
は
百
五
十
六
億
九
千

七
百
八
十
三
万
円
（
前
年
度
比

七
・
八
％
減
）。

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
、
前
年

同
様
に
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の

三
二
・
七
％
で
す
。
地
方
交
付
税

は
自
主
財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に

対
し
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の

で
す
。
自
主
財
源
の
大
黒
柱
で
あ

る
市
税
は
、
二
五
・
七
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
市
税
の
中
心
で
あ
る

市
民
税
と
固
定
資
産
税
は
、
前
年

度
に
比
べ
増
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
債
は
市
の
借
入
金
で
す
。
十

三
年
度
末
の
市
債
（
一
般
会
計
）

現
在
高
は
、
約
百
十
二
億
円
で
す
。

1億� 2億� 10億� 20億�

固 定 資 産 税 �

市 民 税 �

た　ば　こ　税�

都 市 計 画 税 �

軽 自 動 車 税 �

そ　　の　　他�

市
税
の
内
訳�

19億4,752万円�

16億5,568万円�

2億   476万円�

1億5,791万円�

7,011万円�

20万円�

固定資産税 市民税 軽自動車税都市計画税 特
別
土
地
保
有
税

入
湯
税

48,064円
（46,793円）

40,862円
（38,903円）

1,730円
（1,676円）

5,053円
（5,136円）

5円
（5円）

依存財源�
93億1,964万円�

　　（59.4％）�

自主財源�
63億7,819万円�

　　（40.6％）�

歳入合計�
156億9,783万円�

性  

質  

別  

決  

算  

額�

地方交付税�
51億3,839万円�
　（32.7％）�

市税�
40億3,618万円�
（25.7％）�

繰越金�
7億3,039万円�

その他�
18億2,903万円�

県支出金�
12億　　  �
7,453万円�

国庫支出金�
11億6,340万円�

（4.7％）�

（7.4％）�

　諸収入�
8億4,961万円�
（5.4％）�

（11.7％）�

市債�
6億7,630万円�
（4.3％）�

　市税や財産収入、諸収�
入など、市が自分で確保�
できる財源�

　地方交付税や国・県支�
出金など、市以外に依存�
している財源�

（8.1％）�

市民一人当たりの市税負担額
9万9,611円（9万6,355円） （ ）内は前年度（40万1,053円）（ ）内は前年度

商工費公債費 消防費 その他

32,736円
（35,937円）

14,045円
（15,915円）

13,212円
（13,580円）

14,567円
（18,751円）

議会費

労働費

災害
復旧費

たばこ税

3,897円
（3,842円）

整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業整備が行われている北部第三土地区画整理事業
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◆市単道路・河川整備事業

（土木費）

………………… 3億1,084万円

◆北部第三土地区画整理事業

（土木費）

………………… 2億7,857万円

◆尚徳中学校施設整備事業

（教育費）

………………… 2億3,896万円

◆有終東小学校大規模改造事業

（教育費）

………………… 1億9,217万円

主な建設事業の決算額

歳
　
出

歳
出
は
、
百
四
十
八
億
七
千
五

百
五
万
円
（
前
年
度
比
八
・
七
％

減
）
で
す
。

目
的
別
決
算
は
事
業
の
種
類
・

量
に
よ
り
、
毎
年
、
金
額
が
変
わ

り
ま
す
。
平
成
十
三
年
度
は
、
総

務
費
が
、
財
政
調
整
基
金
や
減
債

基
金
、
庁
舎
建
設
基
金
へ
の
積
立

で
大
幅
に
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
農
林
水
産
業
費
で
は
、
公
社

営
畜
産
基
地
建
設
事
業
や
農
村
総

合
整
備
事
業
な
ど
で
大
幅
な
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

目  

的  

別  

決  

算  

額�

消防費・商工費・災害復旧費など�

歳出合計�
148億7,505万円�

依存財
93億1,96

　　（59

自主財
63億7,81

　　（40

性  

質  

別  

決  

算  

額�

繰越金�
7億3,039万円�

県支出金�
12億　　  �
7,453万円�

国
11

（4.7％）

　諸
8億4農林水産業費�

15億4,794万円�
（10.4％）�

民生費�
26億7,803万円�
     （18.0％）�

衛生費�
15億4,846万円�
　　（10.4％）�

総務費�
20億134万円�
（13.5％）�

土木費�
20億6,958万円�
   （13.9％）�

教育費�
20億861万円�
　（13.5％）�
�

　公債費�
13億2,642万円�
　　（8.9％）�
�

16億9,467万円�
　　（11.4％）�
�

その他�

普通建設事業費�
　　　　33億3,457万円（22.4％）�

人件費　29億5,678万円（19.9％）�

物件費　20億1,585万円（13.6％）�

扶助費　16億2,833万円（10.9％）�

補助費等　14億8,977万円（10.0％）�

公債費　13億2,614万円（8.9％）�

その他　21億2,361万円（14.3％）�

性
質
別
決
算

道
路
や
橋
、
公
共
施
設
の
新
設

改
良
な
ど
投
資
的
経
費
と
な
る
普

通
建
設
事
業
費
が
最
も
多
く
二

二
・
四
％
。
以
下
、
人
件
費
十

九
・
九
％
、
物
件
費
十
三
・
六
％

な
ど
が
大
き
く
占
め
て
い
ま
す
。

企業会計決算額�
水道事業�

特別会計決算額��

収益的�
収　支�
�
資本的�
収　支�
�

歳入　 １億1,428万円�
歳出　 １億1,428万円�
差引　 　　　　 ０円�

歳入　　 　5,289万円�
歳出　　 　6,073万円�
差引　　　△784万円�

（不足額は、留保資金で補てん）

国民健康保険事業�

歳入　29億1,548万円�
歳出　28億   161万円�
差引 　 1億1,387万円　�

老 人 保 健 事 業�

歳入　46億8,528万円�
歳出　46億5,560万円�
差引　　　2,968万円�

簡 易 水 道 事 業�

歳入　  　  6,055万円�
歳出　　    4,789万円�
差引　  　  1,266万円�

農業集落排水事業�

歳入　10億2,709万円�
歳出　10億1,332万円�
差引　　　1,377万円�

下 水 道 事 業 �

歳入　13億6,753万円�
歳出　13億6,753万円�
差引　 　  　　　0円�

介 護 保 険 事 業 �

歳入　20億5,172万円�
歳出　19億9,637万円�
差引　　　5,535万円�

目
的
別
決
算

民
生
費
（
十
八
・
〇
％
）、
土

木
費
（
十
三
・
九
％
）、
教
育
費

（
十
三
・
五
％
）、
総
務
費
（
十

三
・
五
％
）
な
ど
が
大
き
く
占

め
て
い
ま
す
。

歳出を市民一人当たりに換算すると
36万7,114円

土木費民生費 教育費 農林水産業費衛生費総務費

66,093円
（64,032円）

51,077円
（58,696円）

49,572円
（55,312円）

49,393円
（41,519円）

38,216円
（45,391円）

38,203円
（51,920円）

整備が行われ整備が行われ整備が行われ整備が行われ整備が行われて整備が行われて整備が行われて整備が行われ整備が行われ整備が行われ整備が行われ整備が行われ

尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業尚徳中学校施設整備事業
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大
野
市
天
神
町
１
―
１

大
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課
職
員

係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１

１
内
線
２
４
１
）

消消消消
　　　　
防防防防
　　　　
職職職職
　　　　
員員員員

採
用
予
定
人
員

消
防
吏
員
１
人

受
験
資
格

高
校
卒
業
程
度
の
学
力

を
有
す
る
人
で
昭
和
52
年
４
月
２

日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子

試
験
日
程

【
一
次
】
教
養
試
験

・
消
防
適
性
検
査
・
作
文
試
験

＝
９
月
22
日
h
大
野
地
区
消
防
本

部
【
二
次
】
口
述
試
験
・
身
体
検

査
・
体
力
検
査
＝
10
月
26
日
n
大

野
地
区
消
防
本
部

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
l
〜
21

日
k
（
当
日
の
消
印
有
効
）

申
込
書
の
請
求

直
接
、
大
野
地
区

消
防
本
部
総
務
課
へ
。
郵
便
の
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

あ
て
先
を
明
記
し
た
も
の
を
添
え

て
１
２
０
円
切
手
を
同
封
の
う
え

請
求

申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
う
え
、
写
真
を
張
り

直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

大
野
市
天
神
町
７
ー
14

大
野
地
区
消
防
本
部
総
務
課
（
1

０
７
７
９
・
66
・
０
１
１
９
内
線

２
２
２
）

（６）

◆
社
会
人
採
用
◆

採
用
予
定
人
員

【
一
般
職
】
技
術
＝
土
木
ま
た
は

建
築
１
人
程
度

受
験
資
格

就
業
歴
が
平
成
15
年
３
月
末
で
５

年
以
上
あ
る
昭
和
45
年
４
月
２
日

か
ら
昭
和
52
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
（
土
木
ま
た
は
建
築

の
専
門
技
術
を
習
得
し
て
い
る
こ

と
が
望
ま
し
い
）

試
験
日
程

【
提
出
】
作
文
＝
申
し
込
み
時
に

「
社
会
人
採
用
試
験
の
応
募
に
際

し
て
」
の
課
題
で
提
出

【
試
験
】
適
性
検
査
・
作
文
試

験
・
口
述
試
験
・
健
康
診
査
＝
10

月
20
日
h
市
役
所

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
l
〜
９

月
13
日
m（
当
日
消
印
有
効
）

◇
申
し
込
み
手
続
き
◇

申
込
書
の
請
求

直
接
、
市
総
務
部

総
務
課
職
員
係
へ
。
郵
便
の
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
○
○
職
試
験

申
込
書
請
求
」
ま
た
は

「
社
会
人
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し

た
も
の
を
添
え
て
１
２
０
円
切
手

を
同
封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
う

え
、
写
真
を
張
り
直
接
ま
た
は
郵

送
で
提
出

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
９
１
２
ー
８
６
６
６

市市市市
　　　　
　　　　
職職職職
　　　　
　　　　
員員員員

◆
一
般
採
用
◆

採
用
予
定
人
員

【
一
般
職
】
事
務
＝
２
人
程
度

▼
技
術
＝
土
木
ま
た
は
建
築
１
人

程
度
▼
保
育
士
１
人
程
度

【
業
務
職
】
道
路
管
理
員
、
河
川

管
理
員
ま
た
は
環
境
員
＝
１
人
程

度
受
験
資
格

【
一
般
職
】
高
校
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人
で
、
昭
和
52
年
４

月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
（
保
育
士
は
当

該
資
格
と
幼
稚
園
教
諭
１
種
ま
た

は
２
種
免
許
を
持
つ
人
か
平
成
15

年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
人
）

【
業
務
職
】
道
路
管
理
員
、
河
川

管
理
員
ま
た
は
環
境
員
＝
昭
和
47

年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
一
般
職
の
保
育
士
と
業
務
職
の

全
般
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
国

籍
を
有
し
て
い
な
く
て
も
受
験

で
き
ま
す
。

試
験
日
程

【
一
次
】
教
養
試
験
・
適
性
検

査
＝
９
月
22
日
h
有
終
会
館

【
二
次
】
作
文
試
験
・
口
述
試

験
・
健
康
診
査
＝
10
月
27
日
h
市

役
所

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
l
〜
21

日
k
（
当
日
の
消
印
有
効
）

「
景
観
特
選
お
お
の
」
は
、
将
来

に
残
し
た
い
と
思
う
大
野
ら
し
い
建

築
物
や
自
然
景
観
な
ど
を
、
市
が
認

定
す
る
こ
と
で
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
十
三
年
度
は
、
市
街
地
を
対
象

に
募
集
を
行
い
、
三
十
八
件
を
認
定

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
範
囲
を
市
内
全
域
に
広

げ
、
大
野
ら
し
い
景
観
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

認
定
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す
る
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
広
く
一
般
に
紹
介
し

ま
す
。
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
か
ら
多
数
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象

市
内
全
域
に
あ
る
構
築
物
（
個
人

住
宅
・
公
共
建
築
物
・
寺
社
・
店

舗
・
看
板
な
ど
）
や
自
然
景
観
（
風

景
・
樹
木
・
池
・
湧
水
な
ど
）
で
大

野
ら
し
く
将
来
に
残
し
た
い
も
の
。

応
募
方
法

次
の
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を

添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
。

●
推
薦
・
応
募
す
る
人
の
住
所
・
氏

名
、
電
話
番
号

●
景
観
の
名
称
・
所
在
地
・
選
ん
だ

理
由

応
募
締
切
日

９
月
30
日
i

応
募
・
推
薦
さ
れ
た
も
の
は
、
大

野
市
都
市
景
観
審
議
会
で
審
査
を
行

い
ま
す
。

審
査
の
結
果
は
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
で
発
表
を
行
い

ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

都

市
整
備
課
計
画
係
（
1

66
・
１
１
１
１
内
線
３
５

４
）

大
野
ら
し
さ
市
内
全
域
か
ら

「
景
観
特
選
お
お
の
」
募
集

白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ白山神社の大カツラ

荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳荒　島　岳

職員の募集
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「
寡
婦
控
除
」
と
「
特
別
寡
婦

控
除
」
は
廃
止
と
な
り
ま
す

・
「
特
別
障
害
者
控
除
」
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
収
入
か
ら
控

除
で
き
る
金
額
が
三
十
五
万
円

か
ら
四
十
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す

・
貸
し
付
け
制
度

今
回
の
改
正
で
、
手
当
の
支

給
額
が
減
額
に
な
っ
た
人
を
対

象
に
、
新
た
な
貸
付
金
（
特
例

児
童
扶
養
資
金
）
を
設
け
、
無

利
子
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す

新
し
い
手
当
の
支
給
は
、
十
二

月
支
給
分
（
八
月
分
か
ら
十
一
月

分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
況
届
な
ど
の
記
載
内

容
や
提
出
す
る
書
類
な
ど
も
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
福

祉
係
（
1
66
・
１
１
１
１
内
線

４
７
４
）

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
母
子

家
庭
や
父
親
の
体
に
障
害
（
一
級

程
度
）
の
あ
る
家
庭
の
子
ど
も
を

育
て
る
母
親
な
ど
に
対
し
、
支
援

を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。

こ
の
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
八
月
一
日
か
ら
手

当
の
支
給
額
や
所
得
の
範
囲
な
ど

が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

〈
改
正
点
〉

・
手
当
の
支
給
額
と
所
得
の
限
度
額

手
当
の
支
給
額
は
こ
れ
ま
で

「
全
部
支
給
」
と
「
一
部
支
給
」

の
二
段
階
に
し
か
分
か
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
正
で
は
、「
一
部

支
給
」
の
支
給
額
が
、
収
入
に

応
じ
て
十
円
き
ざ
み
の
き
め
細

か
い
設
定
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
手
当
の
支
給
を
決
め
る

所
得
の
限
度
額
も
、
変
更
と
な

り
ま
す
。

・
所
得
の
範
囲
と
控
除

請
求
す
る
人
が
母
親
の
場
合

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し
た
。

・
子
ど
も
の
父
親
か
ら
受
け
取
る

養
育
費
の
八
〇
％
が
、
所
得
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す

・
収
入
か
ら
控
除
さ
れ
て
い
た

公公公公
共共共共
施施施施
設設設設
管管管管
理理理理
公公公公
社社社社

募
集
人
員

１
人
（
採
用
予
定
日

平
成
14
年
10
月
１
日
）

業
務
内
容

公
共
施
設
の
管
理
・

運
営
に
関
す
る
こ
と

勤
務

１
日
８
時
間
・
１
月
あ
た

り
17
日
（
土
・
日
勤
務
あ
り
）

報
酬

管
理
公
社
臨
時
的
雇
用
者

就
業
規
定
を
適
用

（
各
社
会
保
険
あ
り
）

受
験
資
格

昭
和
17
年
４
月
２
日

〜
昭
和
32
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
、
市
内
在
住
で
施
設

の
管
理
運
営
経
験
が
あ
る
人

試
験
日
程

書
類
選
考
の
上
、
面

接
試
験
日
を
通
知

申
込
受
付
期
間

８
月
５
日
i
〜

19
日
i
（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
方
法

市
販
の
履
歴
書

に
健
康
診
断
書
と
「
大
野
市
の

公
共
施
設
を
利
用
し
て
思
う
こ

と
」
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
た
作
文
を
添
え
直
接
ま
た
は

郵
送
で
提
出

※
封
筒
の
表
に
「
管
理
公
社
嘱

託
職
員
受
験
」
と
朱
書
き
・

郵
送
は
書
留
に
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
２
―
０
０
８
４
　
大
野

市
天
神
町
１
―
19
有
終
会
館
内

（
財
）
大
野
市
公
共
施
設
管
理

公
社
　
事
務
局
（
1
65
・
８
７

６
６
）

休休休休
日日日日
急急急急
患患患患
診診診診
療療療療
所所所所

募
集
人
員

２
人
（
採
用
予
定
日

平
成
14
年
９
月
１
日
）

業
務
内
容

土
・
日
曜
日
、
休
日

の
救
急
患
者
対
応

勤
務

１
週
間
あ
た
り
平
均
30
時

間
の
勤
務
（
土
・
日
曜
日
、
休

日
の
昼
間
お
よ
び
土
曜
日
の
夜

間
、
宿
直
な
ど
の
勤
務
あ
り
）

報
酬

市
嘱
託
職
員
の
任
用
な
ど

に
関
す
る
要
綱
の
規
定
を
適
用

（
各
社
会
保
険
あ
り
）

受
験
資
格

昭
和
39
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許

ま
た
は
准
看
護
師
免
許
を
取
得

し
て
い
る
人

試
験
日
程

書
類
選
考
の
上
、
面

接
試
験
日
を
通
知

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
l
〜

20
日
j
（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
方
法

履
歴
書
（
市
販
）

に
健
康
診
断
書
と
「
休
日
急
患

診
療
所
に
つ
い
て
思
う
こ
と
」

を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
た

作
文
を
添
え
直
接
ま
た
は
郵
送

で
提
出

※
封
筒
の
表
に
「
休
日
急
患
診

療
所
嘱
託
職
員
受
験
」
と
朱

書
き
・
郵
送
は
書
留
に
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
２
―
０
０
６
１
　
大
野

市
篠
座
１
１
７
―
６
―
１

保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
（
1

65
・
７
３
３
３
）

支
給
額
や
所
得
の
範
囲
な
ど
変
更

児
童
扶
養
手
当
制
度

児児児児
　　　　
　　　　
童童童童
　　　　
　　　　
館館館館

募
集
人
員

１
人
（
採
用
予
定
日

平
成
14
年
10
月
１
日
）

業
務
内
容

児
童
の
遊
び
の
指
導

な
ど

勤
務

１
週
間
あ
た
り
平
均
30
時

間
の
勤
務
（
月
〜
金
曜
日
　
午

後
０
時
〜
午
後
６
時
、
春
・
夏

休
み
・
土
曜
日
　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
６
時
）

報
酬

市
嘱
託
職
員
の
任
用
な
ど

に
関
す
る
要
綱
の
規
定
を
適
用

（
各
社
会
保
険
あ
り
）

受
験
資
格

昭
和
45
年
４
月
２
日

〜
昭
和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
、
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
な
ど
の
教
諭
と
な
る
資
格

が
あ
る
人

試
験
日
程

９
月
22
日
h
午
前
９

時
〜
市
役
所
（
面
接
試
験
）

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
l
〜

８
月
30
日
m
（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
方
法

履
歴
書
（
市
販
）

に
資
格
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
を
添

え
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出

※
封
筒
の
表
に
「
児
童
館
嘱
託

職
員
受
験
」
と
朱
書
き
・
郵

送
は
書
留
に
て

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
１
２
―
８
６
６
６
　
大
野

市
天
神
町
１
―
１

福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
1
66
・

１
１
１
１
内
線
４
７
４
）

嘱託職員の募集
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皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（165・7333）
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保
健センタ

ー

健
康通信

保
健センタ

ー

健
康通信

保
健センタ

ー

健
康通信

保
健センタ

ー

健
康通信

保
健センタ

ー

健
康通信

保
健センタ

ー

健
康通信

保
健センタ

ー

健
康通信

保
健センタ

ー

健
康通信

2003.８ №161

たばことスポーツは無縁（無煙）です

上
の
図
は
、
日
ご
ろ
か
ら
た
ば

こ
を
吸
っ
て
い
る
人
と
、
吸
わ
な

い
人
の
十
二
分
間
走
の
結
果
を
比

べ
た
も
の
で
す
。

吸
う
人
の
方
が
、
吸
わ
な
い
人

よ
り
も
走
る
距
離
が
短
く
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
た
ば
こ
の
本
数
が
多

い
人
ほ
ど
走
る
距
離
が
短
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
、
有
害

な
物
質
が
二
百
種
類
以
上
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
四
十
種
類

以
上
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
は
じ

め
と
す
る
発
が
ん
性
の
あ
る
も
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
煙
を
何
年
も

吸
い
続
け
た
場
合
、
体
に
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
非

常
に
高
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
、
た
ば
こ

の
煙
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に
よ

り
、
体
に
次
の
よ
う
な
変
化
が
表

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

・
肺
が
酸
素
を
取
り
入
れ
に
く
く

な
る

・
心
臓
の
働
き
が
衰
え
る

・
血
液
が
酸
素
を
運
び
に
く
く
な
る

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
激
し
く
体
を
動

か
す
と
き
は
、
普
段
よ
り
も
多
く

の
酸
素
を
必
要
と
し
ま
す
。
運
動

を
し
た
あ
と
に
、
息
が
荒
く
な
る

の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
前
に
た
ば
こ
の
煙

を
吸
い
込
む
と
、
肺
や
心
臓
の
働

き
な
ど
が
鈍
り
、
思
う
よ
う
に
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

四
年
に
一
度
、
世
界
中
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手

が
集
ま
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

競
技
場
だ
け
で
な
く
、
選
手
村
な

ど
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
禁
煙
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
た
ば
こ
の
煙
の
中
に
、

運
動
能
力
を
低
く
す
る
成
分
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
世
界
中

の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
間
で
知
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
禁
煙
を

希
望
す
る
人
の
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

吸
う
人
、
吸
わ
な
い
人

～ちょっと気になる栄養の話～

気温や湿度が高くなるこの時期、食中毒菌が繁殖
しやすくなっています。菌は、あらゆるところから
感染し、特に手は「菌の運び屋」と言われるくらい、
感染の原因とされています。調理や食事をする前に、
しっかり洗いましょう。
〔手を洗うときのポイント〕
・つめが伸びている場合は短く
・時計や指輪などは外す
・石けんをよく泡立て、20秒以上かけてもみ洗いを
する。指の間や手首、つめも念入りに洗う

・流水でよくすすぎ、清潔なタオルなどで手をふく。
〔その他の予防法〕
・食べ物を加熱するときは、中心部の温度を１分間
以上75度にする

・まな板は、こまめに熱湯で消毒する
・冷凍していた食べ物は、室温で解凍しない
・冷蔵庫は10度以下に、冷凍庫は－15度以下にする
日ごろから衛生管理をしっかりと行い、食中毒の

発生を防ぎましょう。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
禁
煙

世
界
保
健
機
関
が
行
う
世
界
禁
煙
デ
ー
。
今
年
の
テ

ー
マ
は
「
た
ば
こ
と
ス
ポ
ー
ツ
は
無
縁
（
無
煙
）
で
す
」

で
し
た
。
今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
た
ば
こ
の
影
響
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

肺
や
心
臓
の
働
き
鈍
る
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消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ166・1111 内線464（ ）

（９）

市　役　所
生活環境課

暮
ら
し
の

アアアア
ドドドド
ババババ
イイイイ
スススス
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わ
た
し
た
ち
の
快
適
で
便
利
な

生
活
を
支
え
る
電
気
な
ど
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
、
主
に
石
油
や
石
炭
な

ど
の
燃
料
を
燃
焼
さ
せ
て
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ

く
る
と
き
に
、
大
気
中
に
大
量
の

二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が

上
が
る
と
、
宇
宙
に
放
出
さ
れ
る

は
ず
の
熱
が
、
大
気
中
に
閉
じ
込

め
ら
れ
て
し
ま
い
、
だ
ん
だ
ん
と

地
球
が
温
暖
化
し
て
い
く
の
で
す
。

今
の
ペ
ー
ス
で
地
球
温
暖
化
が

進
ん
だ
場
合
、
百
年
後
に
は
平
均

気
温
が
一
・
四
度
〜
五
･
八
度
も

上
昇
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
る
と
、
海
面
の
上
昇
や

異
常
気
象
、
台
風
や
津
波
な
ど
の

頻
発
、
熱
帯
性
の
伝
染
病
の
増
加
、

砂
漠
化
の
進
行
、
食
糧
生
産
の
低

下
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に

みみんんななでで防防ごごうう地地球球温温暖暖化化！！

重
大
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

電
気
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ

く
る
と
き
や
車
を
運
転
す
る
と
き
、

ご
み
を
燃
や
す
と
き
な
ど
に
、
大

量
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
二
酸
化
炭

素
の
排
出
量
に
深
い
か
か
わ
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。

今
の
快
適
な
生
活
を
維
持
し
な

が
ら
、
暮
ら
し
の
中
の
ち
ょ
っ
と

し
た
気
配
り
で
そ
の
排
出
量
を
減

ら
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一

度
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

※
★
マ
ー
ク
は
、
お
す
す
め
度
で

す
。
数
が
多
い
ほ
ど
効
果
が
あ
り
、

家
計
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。

・
冷
房
は
二
十
八
度
を
目
安
に
温

度
設
定
す
る
　
　
　
　
　
★
★

・
冷
暖
房
時
間
を
一
日
一
時
間
減

ら
す
　
　
　
　
　
　
　
★
★
★

・
照
明
は
、
省
エ
ネ
型
蛍
光
灯
な

ど
を
使
用
す
る
　
　
　
　
★
★

・
不
必
要
な
照
明
器
具
は
、
こ
ま

め
に
消
灯
す
る
　
　
★
★
★
★

・
冷
蔵
庫
に
、
標
準
以
上
に
物
を

詰
め
込
ま
な
い
　
　
　
★
★
★

・
電
気
ジ
ャ
ー
ポ
ッ
ト
を
魔
法
ビ

ン
な
ど
に
替
え
る
　
★
★
★
★

・
少
量
の
食
品
を
加
熱
保
温
す
る

と
き
は
、
電
子
レ
ン
ジ
を
利
用

す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★

・
水
道
の
蛇
口
を
こ
ま
め
に
締

め
、
流
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な

い
　
　
　
　
　
　
　
★
★
★

・
洗
濯
機
の
容
量
の
八
割
く
ら

い
で
ま
と
め
洗
い
す
る★

★
★

・
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は
出
し
っ

ぱ
な
し
に
し
な
い
　
★
★
★

・
車
を
運
転
す
る
と
き
は
で
き

る
だ
け
ア
イ
ド
リ
ン
グ
や
急

発
進
を
や
め
る
　
　
　
★
★

い
ま
、
世
界
規
模
で
そ
の
危
機
が
叫
ば
れ
て
い
る
地
球

温
暖
化
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
わ
た
し
た
ち
の
家
庭
生
活

や
産
業
部
門
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
の

増
加
で
す
。
八
月
は
省
エ
ネ
月
間
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
に

欠
か
せ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使
い
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

平
均
気
温
が
上
が
る

省
エ
ネ
・
省
資
源
の
ス
ス

21 世紀末までに（1990 年と比べ）、例えば……

その結果…

4 0 cm の海面上昇により、
世界中で75 00 万人～2億人の被害増
南・北極の氷解、氷河の氷解が進み、低い土地や
小さな島は海中に沈んでしまいます。

途上国の農業生産などに大きな影響
砂漠化などによる森林の減少や食料生産の低下な
どのほか、重要なエネルギー源としての水資源へ
の影響も予想されます。

生態系の破壊、伝染病の拡大
気候変動による動植物の環境不適応・絶滅などや、
洪水など自然災害による伝染病の拡大も心配され
ます。

地球の平均気温が、
最大5 .8 ℃上昇。

豪雨・渇水などの
異常気象現象が増加。

平均海面水位が、
最大88 cm 上昇。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「第３次報告」（2001 年４月）より

地
球
温
暖
化
の
原
因
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粗
大
ご
み
も
一
般
ご
み
同
様

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
に
分
か
れ
ま
す
。

「
燃
や
せ
な
い
粗
大
ご
み
」
の
う

ち
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち

込
み
の
で
き
る
も
の
、
で
き
な
い

も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

持
ち
込
み
で
き
る
も
の

・
自
転
車
や
原
付
の
バ
イ
ク

・
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
レ
ン
ジ

・
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
や
電
子
レ
ン

ジ
な
ど
の
家
電
製
品
（
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
と
な
る
テ

レ
ビ
・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
を
除
く
）

・
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー

・
波
板
な
ど
大
き
い
も
の

こ
れ
ら
の
ご
み
は
処
理
料
金
と

し
て
、
十
i

に
つ
き
六
十
円
の
料

金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
自
転

車
や
電
化
製
品
な
ど
は
、
別
に
処

理
を
行
う
た
め
、
一
台
に
つ
き
四

百
円
の
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
の
灯
油
な
ど
は
、
危

険
で
す
の
で
、
事
前
に
抜
い
て
持

十
八
世
紀
後
半
、
ア
メ
リ
カ
で

黒
人
た
ち
が
教
会
か
ら
賛
美
歌
を

教
わ
っ
た
際
に
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

つ
け
て
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
歌
っ
た
こ

と
が
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
る
ゴ
ス

ペ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
平
蔵
隊

は
、
そ
の
ゴ
ス
ペ
ル
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
で
す
。

き
っ
か
け
は
平
成
大
野
屋
の
支

店
主
で
ゴ
ス
ペ
ル
ス
ク
ー
ル
に
通

う
人
か
ら
の
「
大
野
で
ス
ク
ー
ル

の
先
生
に
よ
る
ゴ
ス
ペ
ル
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
き
た
い
」
と
い
う
提

案
で
し
た
。
今
年
の
十
一
月
三
十

日
に
そ
の
開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
大
野
で
も
コ
ン
サ
ー
ト
に

参
加
し
よ
う
と
隊
を
結
成
。
メ
ン

バ
ー
の
中
心
は
、
昨
年
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
ゴ
ス
ペ
ル

教
室
に
参
加
し
た
人
た
ち
で
、
現

在
、
平
蔵
に
て
月
三
回
程
度
の
ペ

ー
ス
で
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
め
な
い
も
の

タ
イ
ヤ
、
消
火
器
、
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
ボ
ン
ベ
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ

専
門
の
処
理
が
必
要
で
す
。
購
入

先
や
取
り
扱
い
業
者
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
農
業
用
の

機
械
や
自
動
販
売
機
な
ど
事
業
で

使
う
器
具
も
、
購
入
先
か
廃
品
処

理
業
者
な
ど
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
（
マ
ル
チ
・

あ
ぜ
シ
ー
ト
な
ど
）
は
、
Ｊ
Ａ
で

取
り
ま
と
め
て
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
程
な
ど
を
確
認
し
、
Ｊ

Ａ
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

家
の
修
理
な
ど
で
出
た
も
の
は

産
業
廃
棄
物
と
な
り
ま
す
。
業
者

な
ど
に
依
頼
し
て
適
正
に
処
理
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
1
65
・
６
１
２
０
）

（１０）

平蔵隊（ひらぐらーず）

������������������������������������������������

ガスレンジ

電子レンジ

自転車石油ストーブ・
ファンヒーター

バッテリー 原付（50cc 以下）

ら
体
全
体
を
使
っ
て
歌
う
の
が
楽

し
い
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
思
い
切

り
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
」
と

副
隊
長
の
吉
田
守
江
さ

ん
。
も
う
一
人
の
副
隊
長
、

中
村
智
恵
美
さ
ん
も
「
譜

面
に
加
え
、
歌
い
方
な
ど

の
表
現
を
自
分
た
ち
で
自

由
に
盛
り
込
め
る
と
こ
ろ

が
ゴ
ス
ペ
ル
の
特
徴
だ
と

思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
作

っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
決
ま

っ
た
と
き
は
何
と
も
言
え

ま
せ
ん
ね
」
と
魅
力
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
の
前
に

も
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
参
加

し
て
歌
う
予
定
で
す
。
み

ん
な
で
歌
う
こ
と
の
楽
し

さ
が
、
少
し
で
も
伝
わ
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。
聞
い

て
く
れ
た
人
が
〃
一
緒
に

歌
い
た
い
〃
と
思
っ
て
く

れ
た
ら
最
高
で
す
ね
」
と
隊
長
の

前
田
こ
ず
恵
さ
ん
。
隊
に
興
味
の

あ
る
人
は
、
事
務
局
を
務
め
る
笹

島
忍
さ
ん
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

内
　
1
65
・
７
２
２
１
）
ま
で
。

歌
う
こ
と
の
魅
力
を
体
で
表
現

今月のスナップ

六呂師高原へようこそ
（2002個のてるてる坊主）

ごみ？ゴミ？⑤
燃やせない粗大ごみ

■「広報おおの」では、皆さんの

活動や意見など、さまざまな内容

を募集しています。あなたも紙面

に参加しませんか。

〒９１２－８６６６大野市天神町

１－１市役所秘書広報課広報広聴

係（166・１１１１内線４４０）

yamabiko@city.ono.fukui.jp

持ち込みできるもの
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2002.8  広報おおの （１1）

1111111111111111111111111111111111111111111

小
山
小
学
校
の
三
年

生
が
今
年
度
「
昔
の
食
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
授
業

の
一
部
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
地
域
の
老

人
ク
ラ
ブ
「
福
寿
会
」

に
お
願
い
し
て
、
昔
の

こ
と
を
い
ろ
い
ろ
と
教

え
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

ず
福
寿
会
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
の
か
を
公
民
館

で
聞
き
、
そ
の
中
で
「
そ
ば
会
」

に
注
目
。
一
緒
に
ソ
バ
作
り
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ソ
バ
を
ま
く
の
は
八
月
中
旬
ご

ろ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
は
お
年
寄

り
を
学
校
へ
招
い
て
昔
の
話
を
聞

い
た
り
、
一
緒
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
行
っ
た
り
し
て
、
お
互
い
に
交

流
を
深
め
ま
す
。
ソ
バ
は
十
月
下

旬
ご
ろ
か
ら
収
穫
を
始
め
、
十
一

月
の
「
そ
ば
会
」
で
一
緒
に
手
打

ち
そ
ば
を
作
る
予
定
で
す
。

ま
た
自
分
た
ち
で
育
て
た
食
材

を
使
っ
て
、
た
く
あ
ん
作
り
を
教

わ
る
こ
と
や
、
う
す
の
ひ
き
方
を

習
い
ダ
イ
ズ
か
ら
き
な
粉
を
作
る

こ
と
な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
敬
老
会
の
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
学
習
の
成
果
を
発
表
。

十
一
月
に
学
校
で
行
う
「
い
ふ
り

っ
こ
祭
り
」
に
は
、
逆
に
お
年
寄

り
を
招
く
そ
う
で
す
。
さ
ら
に
は
、

お
正
月
に
飾
る
し
め
縄
作
り
を
教

わ
る
な
ど
、
福
寿
会
の
お
年
寄
り

と
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
を
行
い
ま
す
。

◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆■◆�

お年寄りから昔の知恵を！

小山小学校

お年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズお年寄りのみなさんとハイチーズ

図書館�の�本�

今回は、大野市在住の著者によ

るデビュー作を紹介します。

この作品は、一人の男が、ある

建物の中で出会う人々との人間模

様を描いたフィクションです。一

人称で書かれた文章により、登場

人物の細かな心理が巧みに描写さ

れています。

一人称で書かれた文章は、読み

手にとって時に難解な場合がある

と言われています。

その難しさに、あえて挑戦した

著者の、文学に対する思いが感じ

られる作品です。

『追従（ついしょう）』

を
始
め
た
そ
う
で
す
。

「
大
野
か
ら
今
年
の
宣
伝
隊
に

参
加
し
て
い
る
の
は
私
一
人
。
だ

か
ら
少
し
で
も
多
く
地
元
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
水
や

食
べ
物
が
お
い
し
い
こ
と
、
緑
が

豊
か
な
こ
と
な
ど
を
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
る

よ
う
に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

県
外
の
人
に
福
井
の
魅
力
を
伝
え

る
の
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
県

内
の
人
に
も
っ
と
地
元
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
こ
の

活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
福
井
を
学
び
、
も
っ
と

も
っ
と
古
里
を
好
き
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か
せ
ま

し
た
。

電子メールで市民提案　E-mail yamabiko@city.ono. fukui. jp

こんにちは�こんにちは�こんにちは�
高
瀬
智
子
さ
ん
は
、
六
月
か
ら

「
福
井
県
越
前
若
狭
の
観
光
宣
伝

隊
」
の
隊
員
を
務
め
て
い
ま
す
。

こ
の
観
光
宣
伝
隊
は
県
内
外
で

行
わ
れ
る
各
種
宣
伝
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
し
、
福
井
の
魅

力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
を
行

越
前
若
狭
の
観
光
宣
伝
隊
で
活
躍

高
瀬
智
子
さ
ん
（
二
十
二
歳
・
中
荒
井
一
丁
目
）

う
も
の
で
、
平
成
十
四
年
度
は
男

性
二
人
、
女
性
六
人
の
八
人
が
委

嘱
さ
れ
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
活
動
を
行
い
ま
す
。

「
応
募
し
た
き
っ
か
け
は
、
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
福
井
を

Ｐ
Ｒ
す
る
活
動
が
面
白
そ
う
だ
と

思
っ
た
か
ら
。
あ
と
、
私
の
参
加

し
て
い
る
市
民
劇
団
の
座
長
が
〃

宣
伝
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
の
前
に
出
る
経
験
が
、

舞
台
で
役
を
演
じ
る
と
き
に
き
っ

と
役
に
立
つ
〃
と
勧
め
て
く
れ
た

こ
と
も
大
き
な
理
由
で
す
ね
」

高
校
生
の
と
き
に
「
劇
団
チ
ャ

ッ
プ
ス
」
に
参
加
し
演
劇
に
魅
せ

ら
れ
た
高
瀬
さ
ん
。
そ
れ
以
来
、

演
劇
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
そ
う

で
す
が
、
半
年
ほ
ど
前
に
福
井
市

の
劇
団
に
入
り
、
再
び
演
劇
活
動

山口浩児著　新風舎刊

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
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先人の偉業学ぶ「少年塾」
大野藩の７代藩主、土井利忠をテーマに“進

取の気象”などを学ぶ「先人に学ぶおおの少年

塾」が７月６日からはじまりました。この日は

亀山に登り、藩船「大野丸」の模型や銅像など

を見学、熱心にメモを取る姿などが見られまし

た。今後８月末まで６回にわたり「明倫館」や

「大野屋」など先人の偉業を学んでいきます。

2002.8  広報おおの

地域活性の事例を研修

秘書広報課広報広聴係166・1111

（１2）

美しい奥越を創（つく）る協会のリーダー研修

会が７月４日、有終会館で行われました。２市１

村でまちづくりや地域おこしに取り組む約70人

が、パネルディスカッションなどを通じ、地域の

活性化について先進事例を学びました。

これまで使用していた市営白山線のバスが、

11年経過し古くなったことから、４１０万円

で新車のバスを導入しました。このバスは12

人乗りで、側面には市のシンボルマークなど

が描かれています。白山線は４月20日から11

月20日の間、大野三番から鳩ケ湯間を１日２

往復運行しています。ぜひご利用ください。

市営バス白山線に新車導入

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場

アユ釣りシーズンの本番を前に６月23日「２０

０２年真名川若鮎フェスティバル」が真名川憩い

の島周辺で行われました。川辺に特設された釣り

堀や魚のつかみ取りコーナーのほか、恒例の特別

解禁アユ釣り大会などに市内外からたくさんの人

が訪れにぎわいました。

若鮎フェスにぎわう
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魅力いっぱい山河の自然

2002.8  広報おおの （１3）

身近な話題をお知らせください。

�話話話話題題題題のののの広広広広場場場場 朗読劇に感動
原爆被ばく者の手記に基づく朗読劇「この子た

ちの夏～１９４５・ヒロシマ　ナガサキ」が７月

３日、文化会館で行われました。映像をバックに

切々と読み上げられる親子の深いきずなと愛情の

にじむ手記の数々に、会場からすすり泣く声が聞

かれました。

戦争体験者から生の声

市町村合併の地区別意見交換会
市町村合併について地区別に意見交換などを行

う、市町村合併意見交換会が市議会の市町村合併

調査研究特別委員会主催で始まりました。７月５

日は、市との共催で小山地区を対象に開催。会場

となった小山公民館に約１００人が集まり、地域

の将来などについて意見が交わしました。今後、

ほかの地区でも開催される予定です。

本願清水イトヨの里で７月７日、年間パスポー
トを購入した子どもを対象にお楽しみ会が行われ
ました。会はイトヨの里にもっと親しんでもらお
うと、今回初めて企画。約40人の児童や園児が、
イトヨの稚魚を観察池に放流したり、七夕飾りを
作ったりして楽しみました。

イトヨの里もっと親しんで

７月13日、市内在住の戦争体験者の話を聞く「戦争
体験を聞く会～あのころの話～」が図書館で始まりま
した。戦争が遠い話ではないことを知ってもらおうと
図書館が始めて企画。８月10日にかけて５人から当時
の話を語ってもらいます。会場では、歴史民俗資料館
にある戦時中の写真など多数展示されていました。

高原、山、森、川など大野にある自然の魅力を改めて
知ってもらおうと「おおのネイチャーフィールド２００
２」が行われました。木の枝や木の実を使ってオブジェ
を作る「ネイチャークラフト教室」や森の「遊び場」一
般開放など、大勢の家族連れでにぎわいました。
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語
（
１
通
に
つ
き
１
点
）
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
・
住
所
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
応
募

※
一
人
何
点
で
も
可
、
日
本
語
表

記
の
も
の
に
限
る

応
募
締
切
日

８
月
15
日
l
（
当

日
消
印
有
効
）

そ
の
他

自
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。
版
権
は
福
井
県

に
帰
属
し
ま
す
。
応
募
作
品
の

返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
福
祉

環
境
部
廃
棄
物
対
策
課
産
業
廃

棄
物
対
策
チ
ー
ム
〒
９
１
０
―

８
５
８
０
福
井
市
大
手
３
丁
目

17
―
１
（
1
０
７
７
６
・
20
・

０
３
１
８
　
20
・
０
６
７
９
）

haitai@
ain.pref.fukui.jp

2002.8  広報おおの

お
知
ら
せ�
お
知
ら
せ�

料
で
提
供
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
自

由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
９
日
m
・
10
日
n
午

前
10
時
〜
午
後
６
時
▼
11
日
h

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
４
カ
月
分
ず
つ
、
３
回
に
分
け

て
行
い
ま
す
。

場
所

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

問
い
合
わ
せ
先

図
書
館
（
1
65

・
５
５
０
０
）

国
民
年
金
に
は
、
収
入
が
少
な

く
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

・
承
認
期
間
は
申
請
し
た
月
の
前

月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

・
免
除
を
受
け
る
た
め
に
審
査
さ

れ
る
前
年
所
得
に
は
、
被
保
険

者
本
人
だ
け
で
な
く
配
偶
者
・

世
帯
主
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
も

含
ま
れ
ま
す
。

・
離
職
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、

募
集
団
地

西
里
団
地

規
格

３
Ｋ
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数

３
戸

家
賃

月
額
６
９
０
０
円
〜

１
万
１
４
０
０
円

募
集
団
地

中
挟
団
地

規
格

３
Ｄ
Ｋ
風
呂
・
ト
イ
レ
付

募
集
戸
数

１
戸

家
賃

月
額
１
万
７
０
０
０
円
〜

２
万
８
１
０
０
円

資
格

一
定
の
収
入
基
準
範
囲
で

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
締
切
日

８
月
26
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

都

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

平
成
13
年
の
１
月
〜
12
月
に
か

け
て
、
閲
覧
・
貸
し
出
し
を
行
っ

た
雑
誌
の
一
部
を
、
希
望
者
に
無

8月

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
の
証
明
（
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
ま
た
は
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
）
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
年
金
係

（
1
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
５
）

明
る
い
選
挙
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
俳
句
・
短
歌
調
な

ど
の
制
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
は
各
公
民
館
に
あ
る
応
募

用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
一
人

に
つ
き
一
標
語
ま
で
と
し
ま
す
。

応
募
締
め
切
り
日

８
月
30
日
m

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管

理
委
員
会
（
〒
９
１
２
―
８
６

６
６
天
神
町
１
―
１
　
1
66
・

１
１
１
１
内
線
３
６
１
）

12
月
に
行
う
「
不
法
投
棄
等
防

止
啓
発
月
間
」
に
掲
示
す
る
ポ
ス

タ
ー
の
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

課
題

ご
み
の
不
法
投
棄
・
野
外

焼
却
の
防
止
に
つ
い
て

対
象

県
内
に
住
む
人

応
募
方
法

官
製
は
が
き
、
フ
ァ

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
、
標

不
法
投
棄
等
防
止

標
語
コ
ン
ク
ー
ル

県
福
祉
環
境
部
廃
棄
物
対
策
課

（１4）

お
済
み
で
す
か

保
険
料
の
免
除
申
請

市
民
課

個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
に
生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
（
個
別
的
労
使
紛
争
）
に

つ
い
て
、
簡
易
・
迅
速
な
解
決
を

お
手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
制

度
が
で
き
ま
し
た
。
費
用
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先

県
地
方
労
働
委

員
会
事
務
局
（
1
０
７
７
６
・

20
・
０
５
９
７
）
▼
県
中
小
企

業
労
働
相
談
所
（
県
労
働
政
策

課
内
　
1
０
７
７
６
・
20
・
０

３
８
９
）

労
使
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
を
お
手
伝
い

県
地
方
労
働
委
員
会

困ったときの 子育てサポート！
病気や仕事などで、家庭での子育てが一時的に困難に

なった場合、１週間程度を目安に子どもを市内の児童養

護施設で預かります。ご相談ください。

●ショートステイ事業

保護者の病気や看護などで、一時的に家庭での養育

ができなくなった人を対象に、子どもを預かります。

●トワイライトステイ事業

午後11時ぐらいまで仕事で子ども（特に乳幼児）の

世話ができない人などを対象に、施設に通所してもら

い、迎えが来るまで預かります。

手続き・問い合わせ先

福祉課児童福祉係

（166・１１１１内線４７５）

明
る
い
選
挙
標
語
募
集

選
挙
管
理
委
員
会

古
雑
誌
　
無
料
で
提
供

図
書
館

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課
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北部第三土地区画整理組合では、中野地区

で造成中の６カ所の保留地について競売を行

います。

入札時期は９月以降を予定しています。

購入を希望する人は、下記まで問い合わせ

ください。

問い合わせ先

北部第三土地区画整理組合

大野市要町１番21号

（ＪＡテラル越前下庄支所内

169・７５７７）

大
声
で
歌
う
楽
し
さ
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
24
日
・
31
日
、
９
月

７
日
・
14
日
・
21
日
い
ず
れ
も

土
曜
日
午
前
10
時
〜
（
約
１
時

間
程
度
）

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員

20
人
程
度

受
講
料

無
料

講
師

塚
本
千
鶴
さ
ん

申
込
締
切
日

８
月
19
日
i

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
1
65
・
７

２
２
１
）

2002.8  広報おおの

日
時

８
月
14
日
k
午
後
５
時
〜

18
日
h

場
所

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
奥
越

ふ
れ
あ
い
公
園

資
格

大
野
市
・
勝
山
市
・
和
泉

村
の
一
般
お
よ
び
高
校
生
チ
ー

ム
、
協
会
お
よ
び
高
校
の
監
督

が
認
め
た
チ
ー
ム

参
加
料

一
般
１
０
０
０
０
円
、

高
校
・
大
学
５
０
０
０
円

申
込
締
切
日

８
月
７
日
k

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

永
田
恵
三
さ
ん
（
1
０
９
０
・

３
２
９
２
・
４
６
１
１
）

日
時

９
月
１
日
h
午
前
９
時
〜

場
所

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生

種
目

自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

参
加
料

４
５
０
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日

８
月
27
日
j

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
（
1
64
・

１
３
１
１
）

あ
な
た
の
体
力
年
齢
を
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
12
日
l
午
後
７
時
〜

場
所

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象

20
歳
〜
64
歳
ま
で
の
人

テ
ス
ト
項
目

握
力
・
立
ち
幅
跳

び
な
ど

定
員

60
人

参
加
料

無
料

申
込
締
切
日

８
月
27
日
j

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教

育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
1
66

・
１
１
１
１
内
線
５
３
２
）

●INFORMATION

ゴ
ス
ペ
ル
講
座

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（１5）

みんなで守ろう大野の地下水
地下水保全基金へご協力をお願いします

平成12年12月から、市民の共有財産といえる地下水

の保全に向け「大野市地下水保全基金」を設置してい

ます。この基金は、市民や市内の団体などが行う

・保全に関し必要な啓発活動や調査研究事業

・かん養対策事業

・合理的な利用のための施設整備に対する支援事業

といった、地下水の保全活動に対する補助などに活用

するものです。基金は趣旨に賛同される皆さんからの

寄付金などを原資としています。当市の地下水を守り、

水と緑に恵まれた私たちのふるさとを将来の世代に引

き継ぐため、皆さんのご協力をお願します。

問い合わせ先
生活環境課環境保全係
（166・１１１１内線４６５）

体
力
年
齢
テ
ス
ト

ス
ポ
ー
ツ
課

第
35
回
大
野
サ
ッ
カ
ー
大

会Ｂ
＆
Ｇ
水
泳
大
会

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

北部第三土地区画整理事業

保保保保留留留留地地地地をををを売売売売却却却却ししししまままますすすす

競売予定保留地

①約６０５㎡（約１８３坪）

②約３００㎡（約９０坪）

③約４１９㎡（約１２６坪）

④約９６９㎡（約２９３坪）

⑤約４７７㎡（約１４４坪）

⑥約１８５㎡（約５６坪）
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だ
と
大
き
さ
も
ば
ら
ば
ら
だ
し
、
つ
る
す
た

め
に
く
ぎ
を
打
つ
な
ど
、
飾
る
場
所
を
作
る

の
も
大
変
で
す
。
で
も
ち
ょ
う
ち
ん
だ
と
、

大
き
さ
も
だ
い
だ
い
同
じ
で
、
家
の
柱
に
〃

ひ
ょ
い
〃
と
か
け
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
か

ら
と
て
も
楽
で
す
ね
。
ま
た
正
面
に
地
名
が

大
き
く
書
い
て
あ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、

こ
れ
ま
で
に
ど
こ
へ
行
っ
た
か
ひ
と
目
で
分

か
り
大
変
便
利
で
す
よ
」

国
内
で
ま
だ
訪
れ
て
い
な
い
の
は
、
岩
手

県
と
佐
賀
県
、
熊
本
県
の
三
カ
所
だ
け
と
い

う
加
藤
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
一
番
思
い
出
に

残
っ
て
い
る
の
が
、
噴
火
し
て
す
ぐ
に
訪
れ

た
長
崎
県
島
原
市
の
雲
仙
岳
だ
そ
う
で
、
も

う
も
う
と
あ
が
る
煙
を
目
の
当
た
り
に
し
、

自
然
の
驚
異
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

「
こ
れ
ま
で
に
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
訪
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
昔
な

（１6）

大
野
に
住
ん
で
ぜ
い

た
く
を
一
つ
手
に
入
れ

た
。
わ
が
家
の
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
は
、
百
名
山
で

名
高
い
荒
島
岳
が
一
望

で
き
る
。
そ
の
手
前
に

広
が
る
田
園
で
は
、
顔
を
出
し
た
稲
穂
た
ち
が

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
、
さ
わ
さ
わ
と
そ
よ
い
で

い
る
。
毎
朝
こ
こ
に
立
ち
、
旬
の
色
香
を
丸
ご

と
い
た
だ
い
て
い
る
。
ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と
き

で
あ
る
▼
旬
と
い
え
ば
、
夏
の
風
物
詩
も
随
分

と
様
変
わ
り
し
た
。
蚊
帳
・
蚊
取
り
線
香
・
風

鈴
・
か
き
氷
・
う
ち
わ
・
行
水
…
昔
は
風
情
が

あ
り
、
夏
を
楽
し
む
ゆ
と
り
が
あ
っ
た
。
今
は

違
う
。
風
鈴
の
代
わ
り
に
窓
辺
で
エ
ア
コ
ン
が

う
な
り
、
蚊
帳
や
蚊
取
り
線
香
も
す
っ
か
り
形

を
潜
め
た
。
夏
な
ら
で
は
の
か
き
氷
で
さ
え
、

一
年
中
口
に
で
き
る
。
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
部

屋
で
冷
た
い
も
の
な
ど
を
あ
お
る
、
何
と
も
味

気
な
い
気
が
す
る
。
旬
の
暮
ら
し
は
何
処

ど

こ

へ
や

ら
…
便
利
さ
の
陰
に
、
真
の
豊
か
さ
が
隠
れ
て

し
ま
っ
た
よ
う
だ
▼
先
ご
ろ
、
小
さ
な
わ
が
農

園
に
地
元
の
小
学
生
が
体
験
学
習
に
や
っ
て
来

た
。
「
今
日
は
み
ん
な
で
ス
イ
カ
の
結
婚
式
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
ね
」
。
慣
れ
な
い
手
つ
き
で

子
ど
も
た
ち
は
人
工
交
配
に
挑
戦
。
こ
の
か
わ

い
い
仲
人
の
お
陰
で
た
く
さ
ん
実
を
結
ん
だ
。

「
ま
だ
か
な
あ
、
早
く
食
べ
た
い
な
あ
」
生
育

を
心
待
ち
に
子
ど
も
た
ち
が
た
び
た
び
畑
に
顔

を
出
す
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
は
ち
切
れ
ん
ば

か
り
に
実
入
り
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
子
ど
も
た
ち

と
収
穫
だ
▼
自
ら
が
命
を
与
え
、
愛め

で
な
が
ら

育
て
た
ス
イ
カ
は
ま
た
格
別
だ
ろ
う
。
待
ち
わ

び
た
旬
の
味
は
、
き
っ
と
彼
ら
の
心
ま
で
潤
し

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

（
羽
）

尾
永
見
の
加
藤
弥
市
さ
ん
の
宝
は
、
旅
行

で
集
め
た
ち
ょ
う
ち
ん
で
す
。
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
百
二
十
個
以
上
、
家
の

柱
に
は
色
と
り
ど
り
の
ち
ょ
う
ち
ん
が
、
ず

ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
四
十
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
、
仲
間
と
旅
行

グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
年

に
何
度
か
出
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
旅
の
思
い
出
に
と
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

買
っ
て
帰
っ
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
と
飾

る
の
が
難
し
く
な
り
、
ち
ょ
う
ち
ん
を
買
う

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

市　民　の　う　ご　き

市内の交通事故状況（年頭からの計）

世　帯　数

人　　　口

男

女

５月中の異動

７月１日現在

11,858世帯

40,225人

19,280人

20,945人

前　月　比

＋1世帯

－7人

＋6人

－13人

転 入

転 出

49人

51人

出 生

死 亡

18人

23人

総　件　数

件　数

死　者

傷　者

物損事故

件数内訳

296件

83件

5人

108人

213件

平成14年
6 月 末

比 較
平成13年
6 月 末

377件

85件

0人

110人

292件

－81件

－2件

＋5人

－2人

－79件

人
身
事
故

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
1
０
７
７
９
・
66
・
１
１
１
１
）

�����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������������������������������

夏
ら
し
い
表
紙
を
、
そ
う
思

っ
て
滝
の
撮
影
に
出
か
け
ま
し

た
。
坂
道
を
歩
く
途
中
で
木
々

の
発
す
る
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を

浴
び
、
滝
の
近
く
で
は
水
し
ぶ

き
か
ら
、
さ
ら
に
大
量
の
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
を
。
と
て
も
心
地

の
良
い
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
一
度
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
（
養
）

編
集
後
記

内　訳

旅
行
で
集
め
た
ち
ょ
う
ち
ん

加
藤
　
弥
市
さ
ん
（
尾
永
見
）

92

が
ら
の
風
情
が
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
好
み

で
す
。
城
下
町
な
ど
静
か
な
雰
囲
気
の
と
こ

ろ
は
心
が
落
ち
着
き
ま
す
ね
。
旅
行
の
楽
し

み
は
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
出
か
け
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
目
的
地
ま
で
仲
間
と
わ
い

わ
い
言
い
な
が
ら
出
か
け
ら
れ
る
こ
と
。
こ

の
ち
ょ
う
ち
ん
の
一
つ
ひ
と
つ
に
、
一
緒
に

出
か
け
た
仲
間
と
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
が

詰
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
も
一

つ
ひ
と
つ
大
切
に
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
目
を
細
め
ま
し
た
。

「
仏
御
前

ほ
と
け
ご
ぜ
ん

の
滝
」
は
、
そ
の

昔
、
平
清
盛
か
ら
愛
を
受
け
た

と
い
わ
れ
る
「
仏
御
前
」
が
仏

ほ
と
け

原
栃
沢

ば
ら
と
ち
ざ
わ

の
生
ま
れ
だ
と
伝
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
落
差
は
三
〇

〜
四
〇
c

で
、
仏
原
ダ
ム
湖
畔

の
国
道
一
五
八
号
沿
い
に
あ
る

駐
車
場
か
ら
、
坂
道
を
歩
い
て

二
十
分
ほ
ど
で
到
着
し
ま
す
。

大
野
え
え
と
こ
⑤
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